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第2！回宇宙開発委三会定例会講議事要旨

日　陶　　　志和46年〆〆月／7－日（魂’

　　　　　　午後！時3¶0分～4時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
場所　 宇宙曲三三三会会談室　　 一

議娘　　宇宙齢欝係の研究θ己発進捗状況め

　　、　　　　ヒヤリング¢2）

資、料　・　　　，．

　　　　　　　　　　　9
2／一／　前回機事要旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直f・
2／一2’D進渉状況ヒヤリング才智
　　　　　　　　　ノ
　　　　　1東京大学常則航空研究所）・

2／，一3　進捗状玩ヒアリング墨字

　　　　　1航空駅戸技術研究所）『　『

2／一4：．’ F宙南発霧中・即題務進捗概況　∫　．　　　〆

よ　出席者

‘潤和46年炭上期）・

　宇雷開発委貴

　　　〃

　　　4
　　　〃

震係省庁職負等　’1．

來締同学学殉彫蜘宕

ゴ運輸省大臣官：房参事官　　　　，

ノ

ン
夫
毅
夫
禧

　
昌
　
雅
東

三
島
識
藤

　
山
、
網
，
二
八

科学技術庁研究調整局宇宙詞発参事官

、

　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ

雄
直
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二
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左
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輝
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昇
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．
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三

瀬
丸
心
田
代

　
　
で
　
　
　
　
　
　
で

引
回
　
原

’／

＼　　　．

＼

、

　　気象庁総務部長

　　．郵政省電波二三局糖難‡，

　　　〃　’　〃　無線潭信部長．ヨ

．層 @4㌧　　〃宇富嘩鹸；画室．

．一
@東京大学宇留航空研究所莱務諜

　　宇窟囲発事莱団ツスデム計画部

　説明者　　　　　　　．
　　東：京大学宇宙航空研究所教授：　　・

　　　　　　　　ク’・

　　航空宇宙技術研三所総合研究官

　　科学技術庁研究論豊局宇憲謝発課

　事務局

　　群技術庁無罪解齢酵
　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　譲事要旨　．　　＿　　　　　　　1

（1）＼前回中事要旨

上・平　輝夫
　（代理：中村，

太・原　幹　夫1
　‘代理二加藤）

大’塚　次　郎
　《代理↓上田）・

影　山
廣
1

会’田

三
郎
夫
．

　
ご
π
　
’
　
9
．

　
ヨ
じ

民
大
，
俊

村
　
崎

野
三
河
釈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪木　　他・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／・6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　旬回識事婁旨が承認さ紅たが、前回の説明者の発言につい、

　　　＼・　　　　．・　　　　　　’　　1
　　林人鰐恥し・訂礎あれば卸鰭ナるこ二とζなった6

⑭蘇省庁齢ける霜開脚蜘三途発進三三ヒア

　　リング　、
　．　　　’　、　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　・’！

　　イ．鯨群輪航空研究所　コ

　　〆　野村民也・森大吉郎両教授から説明力斗あったのち・質疑

　　　応答が行宏われた6　！　　　　1

＼
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、

、
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●

　緬鼻：・ロケット打上ザに際してどのような安全性Q配慮を行なつ

　　　ているか。　　’　　　　　．　・．　　’　　　　　　　　　　　・

森泊 Pツや大きさ三って・立入三三を灘し‘カツ・、

　　　ノ　　・パ「型半田夕00m、ラムダ門門型／’00ひm等）、海上に

　　　　　　　　　　　ノ　　　も落下予想区域を特定している。また、ロケットに異常カミ生

　　　一じたりした場合に、打上げを行なわないような嶺骨灰び警戒、

　　　システムを採驚している。発射後はロマンドで上段ロケット

、噸畑野す欝の蝿師なうよう懸ってい恥
　　　と醐騨負は・一三恥干ルタ「ρ七っていや

　　　kしている6

　緬島：立入制隈区域はどのようにして設定しているのかみ

　森　：各種の実鞭結果や、火蘂等の専門家の意見等を参考にして　　　・

．、ぎめている。　’∫ご　一

、山県：来年以降になれば・科学鰻6彗の後について考ね髄ら’．・

　　　ないのではないか。　・∫　、　’．　　、　、

　野村：そのとおりである。雪叩以降は6号衛星に続ぐべき計画を

　　　オーソライズする必要が生ずるかも知れない。

　　　　　　　　　　　　　ほ　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ジ　　　　ノ　ロ

　山県：ラムダゴケツドを使った小型衛皇を科学観測に使うζともあ

　　　回るめか・　づ　　　　．，馳ン’　　、
野村：・小型纏に？いては源則とじて、各種の技術醗のため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

〆二の実写用いるが、余力鵜る場合には｝科学揆測に禾増す

　　　る場合も考えられよう。　　∬　　　　＼　∫，’　　　、

’ロ，科学技術庁航空宇宙技術研究所

　　　河崎俊夫総合研究官から説明があったのち、質疑一応答が行な

　　われた。

　山県：サー亦・テーブルの翰入の件はど一うなったか6

　河崎：既に輸入ずタである。

〉蝋：全繭には磁㊨｛｛んで嘱拷て厳舷いのか。

　河崎∴差支え奉い’と思う。

嶋液曝干脚三二う即て噸・’
　河崎：ス・ラスト・チエンバーの研究はほぼ見当がついた。

　　　スラスト・チエンバーの研究としそは今後、液体水素の技術

　　　に進むことを考えたい。また液体酸素エンジシを完全なエシー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ジンとして・まとめたい。　　　へ　　Pノ　　　　ゴ・、

　山県雪そめ見通しは昭和5ρ年頃か。　　　1

　河崎：そ吸ように考えている。スラス、ト7トン位のエンジンの開

　　発を3年位を目途と←τ行な吟たいQまだ私見であるが例え

　　　ばアトンと門川加5本のクラスタ迦すれば・3卦セ

ーと畝願働と左り糊醐ユ減ると脚・
　山県：クラスターについての研究は、行なっているか9またそめ問

　　　題二三か・『’　　・、．・∫・＼

河崎：’日本噺究を行なつかる比ろは如と肺・技御勺に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魎　　　　　、、¢
　　　は各単体の出力を揃えるとい？た技術が必嬰になろうρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、

’

●．

、　．

、●

＼
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●

　　現在は・そのような研究を行なう余力がなV㌔．　．　
－

螺：’クラスタ「の技徹脚下三⑳ではないか・階を進め

　　た方がよいのではないか。
　　　　　　　　　　　　　　　　＼
河崎；3～5倍の推力を一気に得るには趣めて有効だと思われる

　　ので研究り価値があろう。　　　　．．　，　　　』　’　　・

’一宇飾獅架団ジ1　　　、
　　科学技術庁研究洗整序宇窟四国三三惇技官から説明があづ．一・

　たの’ち、・質疑応答が行なわれた。

綿：N厳のグ”効牲産はどの師筋鵡なって喝
’　か・『．　　　．，　　〆

釈：1灘は盤ライ㌣ス蝋であ鱗エン㍗依・イ～2岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　

麟

　　学用が完成品購入に近いノ、ツクダウン、3号椴用がノツクダ

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　リ　　　ロノ
　　ウン、4～5’号；野晒はライセンス生産ということとしている）／

　　ただし、㍉これらのライヤンろ生産には溝造部品の柑当部分を

　　輪入に頼るものも含まれている。　　　　　　　『

・網島：N／段の各種テストはどφようにして行なうのかρ

　　設の予牢である。　　　　　・　．　　　　’．　　　　　　二

　　繍につ呼は・剤一たでテス凡郊のを魏で組立

絹平1二をζり峰ら門柳午・ツクを働

　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　’ノ

鶴：N！灘つ呼は・打上げ用のもの三郷予三筋なぐ

　　てよいのか。全体に磁めてタイトな飼発スケジ：ユ「ルと思う

　　滝野ストは†分野なえるめ炉・斧・ケ，ツト部勘テス

　　　トを行なわなくてよいのか。

釈：．：ソーデルタは信額性の高いものであり・Nのライセンス生，

庸では、燃科タ励廟糊するとどとしている。、

　　また・こ噌ンクは湘蜘粧テスト三巴壁なる・一

　　繍のテストについ燃・伊上テスト地体が憎四脚ま

　　た、実桝についても行なう予定である。・

鵜島：．テストに使つ㍗実務を打上げに月葦いて大丈夫かbl

釈　：大丈夫である。エンジンは、・打上げ時の燃焼時鐸の叙輝輝

　　度の耐久力を有しているりで、エンジンの燃焼テスト後も問

　　鋤吐思う・∫一・　一．・’　．　㍗

鵜：テス沖には各灘～晶をいくつオ凄してみるといった陳

　　も必要ではないのか。　　　　　い一r　　＼．

釈：エンジン鰍セン野獣を含める乏常聴を製桝

　　、るりで・酬テストをすることができると考えて姶る6

・三rツクダウン等噛条項の欄・騨噸膿に
　　ついての灘条項がういてφるふ・1　　　　

線『：現時点では契約力「皐了していないが、、将来の契約時に鱒え

　　て事巣団に穣討を進めさせている。＝．’　　　　＼．’

●

●



・’ 迹w

●

直

　山県．ミ・電場1曽観測衛星やET．S．、EGSについてはそれぞれ2個

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　嘩を作る調であ紘これ脚牟脚どうな軌

釈一等燭齢麟し郊寺は・その鞭は三四れ碇ζ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　讐ろう・　　　・　一　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　繍∵ケツゆ麟緬撫蹴ないか・打上際数鮒して’

　　　灘の数をも回しふ勉て榊と飼うがr！『，

　　八藤城功’して余って醐辮で翠ろう・∫㌦

織匙もし・棚癖姻族敗をし・ワ姻理嫁な

・蝋 ｫNのユ号鶴5騨では1弓翼の恥，
一’ D蘇の即である紳羅馬郵差四三の
　　1液唖一シ砂雅郷『’とに騒6

　　鵜欄郵醗ずつ囎懸2ているの鮒・切上明・ケヅ
　　　㍗瞬醜爵揃嚇予備聯とじて不釣合で．

　　　　僻ないか。ノ　ジ

釈」典令：必用の鞭含めてη・ケツ騰と㌣ては6蹴り・

　　等蔭岬の打上げ剛識麟を有している線．

　　　　なる。’．’　　・　　　　　　．　　　　　　　／　　　　　　　、
　　　　’　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノロ
　　網勘イセテンレサツト鱒工」ガを翼胤S・ムに委託して行なう場合　・一

1晦諏概保障韓ど卿てい為か・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

入藤一度月での打上げ鉄敗した時κ、’ 買P月の打上げ猶予期

　　靹に・’・2囎の準げを行獅紗になって晦また・

　　打上げに絵しては保険会社が保険を引き受けているζ』うであ

　　る。　　　　　●　　　　　　一　　　1

宥、河島：NムSAのソーデルタの信頼度が高いのはわかるが、・それ

　　を擁ま日欄入したとこうで・そρ翻脚繍畝

　　るとは限ら砂・三ついては旧本で手を欺る都分もあ
　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　’少諮轍の低下蜷回れ硬ので三三・また・蒲

　　のロ〃ッ．ト数はその三顧度の低下に見合うだけ汁秀か。㌦

釈・∵トの批げ調脚8ワ％で身網め即午’ツ階，ほ

　　ほこれ醜いというごとで鞭謝を進級いる。一　♪

　　細面げ醐戸軸力嚇とい蝉轍して充・
　　分だと思う・　　’　．　　．　　．／　　　”1て

、

／

●

●

・b　　幽



●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　ρ　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23－2

　　　コ・第姻宇騨委贈爵時）議三三

∠　日　時　　　昭和46年1！月19日

　　　　　　　一午後2時30分から

揚，所　宇翻発委負三三　　一、
・3　議　題　　　（1）宇宙開発委負会委負長代理の指名について

　　　　　　　　’（2）、その他

榮．出席者

　　宇宙開発委貴会委解団　　　　　　、　木　内’四・郎

　　宇宙開発委負会委貸　　’・，『山県昌夫
　　　　　〃　　　　　　　　　，　　　網　島　　　毅’

　　　　　〃．．　　　　　．，　、　吉識罐’夫

　　　　　”　・　，．　　　八藤・東，禧
　　幽係省庁職三等，
　　科学技術庁研究調整局長　　　　　　－石　ハゼ晃　夫

　　　　〃．　〃　宇宙開発参事官　　．　市　瀬　輝　錘
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　　　　　　　．より日本的なものも採り入れて行きた堕と母う。

・　　　　　　可視および赤外放射計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　F
　　　　　　　　　　　　　　　ムと（りA・ノた・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　．
　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・’．
　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P

∂　．

■




